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秩父市の山間地域における共同配送サービスの実施

～ 地域と物流事業者双方に利益をもたらす物流モデルを構築に向けて～

このたび、秩父市生活交通・物流融合推進協議会は、秩父市の大滝地域において、本協

議会構成員であるヤマト運輸株式会社（以下「ヤマト運輸」）、佐川急便株式会社、日本郵

便株式会社の３社ならびに協力会社である西濃運輸株式会社、福山通運株式会社の２社、

計５社による「大滝共同配送サービス」をプレサービスとして実施します。

本配送実証は、市内山間地域の少子高齢化による「ヒトとモノ」の移動の困難さに着目

した Society5.0 社会の実現に向けた「秩父市山間地域におけるスマートモビリティによる

生活交通・物流融合事業（令和２年度／内閣府地方創生推進交付金（Society5.0 タイプ）

採択事業）」における「秩父モデル」構築を推進していくために実施するものです。

プレサービスを通じて得られた成果や課題を踏まえ、来年度以降の本格運用に向けた検

討を進めてまいります。

◆日 時 令和４年９月２７日（火）～９月２９日（木）

◆場 所場所秩父市大滝地域

◆内 容 ヤマト運輸が、各物流事業者から大滝地域宛の荷物を引き受け、受取人様へ

一括配達することで、地域と物流事業者双方に利益をもたらす物流モデルの

構築を目指します。詳細は、別紙をご覧ください。

◆その他 株式会社ゼンリンを含む協議会参画企業との同時プレスリリースをする予定

です。重複してご案内が届く場合がございますが、ご了承いただきますよう

お願い申し上げます。

市長室 総合政策課 未来技術・新エネルギー担当

担当者：富田・山中・田中

☎０４９４－２１－５５２３

FAX：０４９４－２４－７２７２



 

 

 

2022年 9月 20日 

報道関係各位 

秩父市生活交通・物流融合推進協議会 

 

埼玉県秩父市の山間地域における共同配送サービスの実施 
地域と物流事業者双方に利益をもたらす物流モデルを構築。 

2023年度以降、本格運用予定 

 

秩父市生活交通・物流融合推進協議会（会長：早稲田大学教授 小野田弘士/以下「本協議会」）（注 1）は、埼玉県秩父

市の大滝地域において、「大滝共同配送サービス（以下「本サービス」）」を実施します。 

秩父市の大滝地域では人口減少や高齢化率の上昇に伴い、日用品確保等の日常生活を支えるインフラとして、宅配

サービスの重要性が日々高まっています。一方で物流業界では、ドライバー不足や EC 普及に伴う山間地域の配送エリ

ア拡大による、配送効率の低下が課題とされています。 

今回、地域と物流事業者双方に利益をもたらす物流モデルの構築と地域・物流課題の解決に向け、2022 年 9 月 27

日（火）～9 月 29 日（木）の 3 日間、秩父市と本協議会構成員であるヤマト運輸株式会社（以下「ヤマト運輸」）、佐川急

便株式会社（以下「佐川急便」）、日本郵便株式会社（以下「日本郵便」）の 3 社ならびに協力会社である西濃運輸株式

会社（以下「西濃運輸」）、福山通運株式会社（以下「福山通運」）の 2 社、計 5 社の物流事業者が連携し、本サービスの

プレサービスを実施します。プレサービスを通じて得られた成果や課題を踏まえ、2023年度以降の本格運用に向けた検

討を進めてまいります。 

 

■「大滝共同配送サービス」 背景 

秩父市は「豊かなまち、環境文化都市ちちぶ」を目指し、全ての人が安心して住み続けられるまちづくりの推進を基本

方針に掲げています。都市部へのアクセスもよく自然に囲まれ、歴史文化あふれる観光地として有名な一方、山間地域

が多く、住民の高齢化により、災害発生時や日常生活における生活交通・物流等の生活インフラの維持が困難な点が

課題となっています。本協議会ではこれらの課題解決に向け、物流・公共交通ネットワーク「秩父モデル」構築への取り

組みを、2020年 11月から開始しています。 

今回は物流業界における課題である「運送・配送業務の効率化・平準化」を、本サービスを通して解決し、秩父市の宅

配需要を満たすことで地域と物流事業者双方に利益をもたらす、新たな「秩父モデル」構築を推進します。 
 

■「大滝共同配送サービス」 プレサービス概要 
 

実施日 2022年 9月 27日（火）～2022年 9月 29日（木） 

実施エリア 埼玉県秩父市大滝地域 

配達実施事業者 ヤマト運輸 

参加事業者 物流事業者：ヤマト運輸/佐川急便/日本郵便/西濃運輸/福山通運 

位置情報ビッグデータによる配送効率性の分析：ゼンリン 

取扱商品 宅配便（配達のみ） ※保冷・代金引換商品は対象外 / 3 辺合計 200cm・重さ 30kgまで 

 

 

 



■「大滝共同配送サービス」プレサービスの運営方法/各社の役割 

①佐川急便、西濃運輸および福山通運は、大滝地域宛ての荷物を「ヤマト運輸 影森営業所」に持ち込みます。 

②各社の荷物を積み込んだヤマト運輸のトラックが「荒川郵便局」に立ち寄り、日本郵便の荷物を積み込みます。 

③大滝地域宛ての荷物を積み込んだヤマト運輸が、受取人さまのご自宅まで荷物を配達します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■今後の展望 

2022 年度はプレサービスを通じて得られた成果を踏まえ、共同配送におけるオペレーションやコスト面での課題を抽

出・整理します。2023 年度以降、地元の物流事業者をサービスの体系に加え、ラストワンマイルの配送を地元の物流事

業者が担うことで、「物流機能」と「高齢者を支援する地域の見守り（共助）機能」を兼ね備えた新しい物流モデルの構築

とその実装を目指します。さらに、株式会社ゼンリンが開発する「位置情報ビッグデータを管理するデータ基盤」と、「街

の活動状況を可視化するダッシュボードシステム」を用いて、共同配送の運行管理をシステム化し、全国への展開を目

指します。 
 

（注 1）2020 年 11 月 6 日に設立。2022 年 9 月 20 日現在の構成員は、秩父市、ゼンリン、三菱総合研究所、JP楽天ロジスティクス、西武ホールディングス、西武鉄道、西武観光バ

ス、アズコムデータセキュリティ、オプナス、早稲田大学、東京電力パワーグリット、本庄早稲田国際リサーチパーク、ヤマト運輸、佐川急便、日本郵便の 15 者。本協議会では、物

流、生活交通、観光交通、医療等の多様な分野のサービスについて、「ドローン物流」「遠隔医療」「MaaS」（貨客混載・EVカーシェアリング）などの先端技術を活用してヒトとモノの移

動を最適化・効率化し、Society5.0社会の実現に向けた事業モデルを構築することを目指しています。 

 

 

 

 共同配送サービスの運営イメージ 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

秩父市 市長室 総合政策課 未来技術・新エネルギー担当 0494‐21‐5523 mirai@city.chichibu.lg.jp 

株式会社ゼンリン コーポレートコミュニケーション部 03-5295-9000 pr@zenrin.co.jp 

mailto:mirai@city.chichibu.lg.jp
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